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本
年
１
月
24
日
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
第

１
８
６
回
国
会
は
、
６
月
22
日
に
会
期
末
を

迎
え
閉
会
致
し
ま
し
た
。
経
済
の
好
循
環
に

よ
る
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
掲
げ
、
２
月
６

日
に
平
成
25
年
度
補
正
予
算
、
３
月
20
日
に

平
成
26
年
度
本
予
算
を
年
度
内
成
立
さ
せ
、

切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
を
実
行
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
日
本
経
済
再
生
に

明
る
い
兆
し
が
あ
る
も
の
の
、
実
感
で
き
る

本
格
的
な
景
気
の
回
復
・
雇
用
の
確
保
に
向

け
て
今
後
も
し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
内
閣
が
今
国
会
に

提
出
し
た
法
案
は
計
81
本
、
う
ち
79
本
が
成

立
し
、
法
案
成
立
率
は
97
・
５
％
。
総
務
政

務
官
と
し
て
担
当
し
た
法
律
案
等
は
、
電
波

法
改
正
案
、
放
送
法
改
正
案
、
電
気
通
信
事

業
法
改
正
案
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
で
あ
り
、
充
実

し
た
国
会
審
議
を
経
て
全
て
を
成
立
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
支
援
ご

指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日本放送協会平成26年度収支予算、事業計画及び資金計画
NHK３カ年経営計画の最終年度の取り組みとして、安全・安心
を守る公共放送の機能強化、世界に通用する質の高い番組や地域
放送の充実、放送・通信連携の新サービスの開発、給与の削減や
受信料対策をはじめ効率的な事業経営等を推進。

電気通信事業法の一部を改正する法律
電気通信役務の確実かつ安定的な提供を確保するため、電気通信
設備の管理体制の拡充を図るとともに技術基準等の適用対象とな
る電気通信事業者の範囲の拡大等を行うほか、技術基準適合認定
等の表示方法に係る規定の整備等を行う。

放送法及び電波法の一部を改正する法律
近年における放送をめぐる社会経済情勢の変化等を踏まえ、日本
放送協会がインターネットを通じて放送番組等を提供する業務の
対象を拡大するほか、認定放送持株会社の認定の要件を緩和する
等の所要の改正を行う。

電波法の一部を改正する法律
電波の有効利用を促進する観点から電波利用料の適正性を確保す
るため、その料額を改定するとともに災害時等に非常通信等を行
う無線局に係る手数料等を免除するほか、技術基準適合証明等の
表示方法に係る規定の整備等を行う。

第186回国会にて成立した法律改正案等（総務省情報通信関連）

平成26年通常国会を終えて

第
186
回
国
会
で
総
務
大
臣
政
務
官
と
し
て
の

重
責
を
果
た
す

第
186
回
国
会
で
総
務
大
臣
政
務
官
と
し
て
の

重
責
を
果
た
す

参議院予算委員会にて安倍内閣の
一員として政府答弁

みちしるべ

参
議
院
議
員

ご
あ
い
さ
つ



総務大臣政務官としての
これまでの主な取り組み

　

国
会
審
議
の
合
間
を
縫
っ

て
、
全
国
各
地
の
郵
便
局
を

視
察
し
、
局
長
や
局
員
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
郵
便
局
の
皆
様

に
は
、
郵
便
サ
ー
ビ
ス
が
、

全
国
津
々
浦
々
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
も
が
等
し
く
そ

の
利
便
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
日
々
お
努
め
頂

い
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢

社
会
や
地
域
間
格
差
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
や

は
り
郵
便
局
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
担
保
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
国
の
大
切
な

仕
事
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も

郵
政
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
向
け
て
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

郵
便
局
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
を
守
る
決
意

〜
全
国
の
郵
便
局
視
察
な
ど
〜

北海道から沖縄までの日本全国の郵便局等を訪問

　

１
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で

訪
米
。
米
国
連
邦
通
信
委
員

会
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）
の
ク
ラ
イ

バ
ー
ン
委
員
と
電
気
通
信
市

場
に
お
け
る
競
争
政
策
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

両
国
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
お

け
る
更
な
る
協
力
関
係
の
強

化
に
つ
い
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
17

日
に
は
ト
ル
コ
共
和
国
フ

ア
ッ
ト
・
オ
ク
タ
イ
災
害
緊

急
事
態
管
理
庁
長
官
の
表
敬

を
受
け
、
日
ト
ル
コ
の
情
報

通
信
分
野
に
関
す
る
協
力
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
。

　

５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で

は
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
問
。

ジ
ャ
イ
ラ
ニ
通
信
・
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
委
員
長
と
会
談
。

６
月
24
日
は
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
国
民
議
会
議
員
団
に
よ
る

表
敬
を
受
け
、
両
国
の
情
報

通
信
・
郵
便
の
現
状
及
び
政

策
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
７

月
20
日
か
ら
23
日
に
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
出
張
。
情
報

大
臣
と
郵
便
事
業
・
携
帯
電

話
事
業
に
つ
い
て
の
会
談
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

情
報
通
信
・
放
送
行
政
や
郵
政
分
野
に
つ
い
て
の

諸
外
国
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
協
議

マレーシア通信マルチメディア委員長との協議

政務官室にてトルコ共和国防災長官と意見交換

　

災
害
に
強
い
街
の
実
現
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
・
地
域
活
性
化
等
、
地
域

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
街
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
な
が
ら
、
同
モ

デ
ル
の
国
内
外
へ
の
普
及
・

展
開
の
推
進
、
国
際
連
携
等

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
教
育

分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
と
し
て
は
、
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

を
構
築
し
、
学
校
現
場
に
お

け
る
情
報
通
信
技
術
面
を
中

心
と
し
た
課
題
を
抽
出
・
分

析
す
る
た
め
の
実
証
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
４
Ｋ
」、「
８
Ｋ
」

と
呼
ば
れ
る
、
よ
り
高
精
細

な
映
像
技
術
を
活
用
し
た
次

世
代
の
放
送
の
実
現
に
向
け

た
取
組
み
を
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
放

送
関
連
産
業
の
技
術
力
及
び

国
際
競
争
力
の
確
保
を
図
り
、

技
術
や
製
品
、
ひ
い
て
は
日

本
文
化
等
の
輸
出
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
街
づ
く
り
や

教
育
実
践
、
次
世
代
放
送
技
術
の

革
新
等
を
推
進

ＩＣＴ街づくり地域懇談会 宮古島フューチャースクール公開授業視察４Ｋ視聴ブース開設式

みちしるべみちしるべ

みちしるべ



青年局青年部街頭演説

自民党愛知県連執行部会、選対委員会

自民党愛知政治大学院

東海地方郵便局長会平成26年通常総会 愛知県森林組合連合会第87回通常総会

愛知県看護連盟　通常総会 愛知県私立保育園連盟第52回定期総会

富山村（豊根村）郵便局視察 自由民主党小牧市支部総会

安城市支部総会 愛知県グラウンドゴルフ協会西地区大会

地元のお祭りに参加 自民党大府市支部平成26年度総会

総務大臣政務官就任を祝う東三河の会総務大臣政務官を祝い励ます会

県内各地にて県連活動

■自民党愛知県連大会

各種団体行事

　平成26年7月29日、名古屋市公会堂にて自民
党愛知県連大会を開催致しました。党本部から
は河村建夫選挙対策委員長のご出席をいただき、
来春の第18回統一地方選挙における愛知県議会
議員選挙、名古屋市会議員選挙をはじめとする
愛知県内の各種地方選挙での自民党候補予定者
の全員の必勝を同志とともに力強く誓い合いま
した。自民党愛知県連会長として統一地方選挙
の勝利を目指して、全力を尽くして参ります。

第18回
統一地方選挙の
勝利を目指して

第18回
統一地方選挙の
勝利を目指して

地元での主な活動地元での主な活動



あなたの声をお聞かせ下さい！

自民党愛知県連ホームページ：http://www.jimin-aichi.or.jp

〒100-8962
〒480-0103
〒451-0042

東京都千代田区永田町 2-1-1　参議院議員会館 717号室　TEL：03-6550-0717　FAX：03-6550-0057
愛知県丹羽郡扶桑町大字柏森字辻田 713　TEL：0587-93-2877　FAX：0587-92-9144
名古屋市西区那古野 2-23-21-6C　TEL：052-485-8361　FAX：053-485-8371

国会事務所
扶桑事務所
名古屋事務所

E-mail:info@fujikawa-masahito.com

藤川政人 公式WEBページ

「自民党は党員を募集しております」

現在の役職 これまでの経歴

参議院議員　藤川政人　プロフィール

生年月日
趣　　味
信　　条

　自由民主党愛知県参議院選挙区第四支部
では党勢拡大のため新規党員を募集してお
ります。
　総裁選挙の前年と前々年の 2 年継続し
て党員であれば自由民主党総裁選挙の選挙
権が与えられます。
　ぜひ皆様方のご理解、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

○新規入党申込書へ必要事項を記入のうえお申し込み願います。
○年会費は4,000円です。口数に限りはありません。
○すでに党員である方のご家族が入党される場合は家族党員扱いとなり、
年会費は2,000円となります。

○入党すると、自民党本部より党員証明書が発行されます。

自由民主党愛知県参議院選挙区第四支部藤川政人事務所
住所：名古屋市西区那古野2-23-21-6C　TEL：052-485-8361

【問い合わせ先】

【入党の手続きについて】 

参議院議員 http://fujikawa-masahito.com

入党をご希望いただける方におかれましては下記の問い合わせ
先までご連絡願います。

昭和３５年　愛知県扶桑町生まれ
昭和５４年　愛知県立丹羽高等学校卒業
昭和５８年　南山大学経営学部卒業
昭和５８年　扶桑町役場勤務
平成１１年　愛知県議会議員初当選（以降連続３期当選）
平成２２年　参議院議員選挙（愛知県選挙区）にて初当選
平成２２年　参議院国土交通委員会　委員
平成２２年　参議院決算委員会　委員
平成２２年　自民党総務部会　副部会長
平成２３年　自民党経済産業部会　副部会長
平成２４年　参議院総務委員会　理事
平成２５年　参議院憲法審査会　幹事
平成２５年　参議院予算委員会　委員

昭和３５年７月８日（現５4歳）
ギター弾き語り
「初心不可忘」「夢人声」「敬は道」

■政　府
　総務大臣政務官

■参議院
　国家基本政策委員会　委員
　政府開発援助等に関する特別委員会　委員
　総務委員会　委員

■自由民主党
　愛知県支部連合会　会長

　選挙対策本部本部員
　行政改革推進本部　幹事
　参議院改革本部　幹事

　この会は、藤川政人君の政治活動を支援するとともに、２０２７年リニア新幹線 東京⇔名古屋 間開通等を見据えて、愛知県
の経済・産業・文化の発展に向け、会員相互の情報収集・意見交換の場とすることで、藤川政人君と一緒に地域社会の発展
に貢献することを目的としています。
　個人・法人ともにご入会いただけますので、活動内容、入会方法等、詳しくは事務局までお問合せください。

ボタンを押してください

藤川政人 FANPAGE
事務所から最新の
お知らせを配信！

Fujikawa Sangiin

事務所公式
Twitter

日々の思いを配信中！

ameba オフィシャルブログ
「夢・人・声」 藤川政人チャンネル

活動から厳選したものを配信！

（平成26年８月8日現在）

WEBトップページからクリック！ 藤川政人の生の声をあなたへ！

『藤川政人君と明日の愛知を創る会』
－リニア時代の愛知の街づくりを考える－

【藤川政人君と明日の愛知を創る会】年会費：５万円（一口）　事務局：TEL ０５２-４８５-８３６１

ホームページの更新があなたの手元へ！　登録すると、最新の活動がわかります。


